
不燃ガラス繊維布 t=0.1
丸管 20φx1.5@1500
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短工期で施工可能なこと、セルフビルドの可能性をもった工

法、とすることが求められた。そこで、地域にとっても身近

な「ビニールハウス」の工法を援用する。

工法の援用、素材の置き換え
Episode 5

まず、丸管を 1500 ピッチで建て込み、

骨格を形成する。その骨格をガラス繊維布

にて覆い、内側から発泡性断熱材を吹付け

ることで全体を自立させる。

モチーフとしての家型埴輪をコンクリート

や土を用いた工法で実現することは容易に

可能であり一見してコンセプトと合致して

いる様にも思える。しかし今回の諸条件の

中で実現可能でありながら、吹付断熱材に

よる凹凸のある表皮自体が現代の空間へ翻

訳した結果として立ち現れた表徴であると

捉えている。

抜けによる祈りの軸

ボリュームの重なりによる” 祈りの軸” の明確化

大小様々なボリュームによる空間のグラデーション

中央の小さなボリュームで空間を緩く区切る

バリアフリーに対応したトイレ

視線を集める八の字の造形

本殿を守る鞘堂

敷地の環境に合わせた配置計画

同じルールを用いた統一感のある空間

洞窟のような空間のグラデーション

本殿


